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　一般質問は､議員が市政全般について､自由なテーマで市長に質問･政策提言を行うもので､市民の声を
市政に届けるものです｡３月定例会では､１日､４日､５日の３日間､16人の議員が一般質問を行いました｡
　ここでは､質問と答弁の一部をご紹介します｡なお､質問の内容は､質問した議員が作成しています｡
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◆学校区と行政区の整合性を
①学校区と行政区、自治会区が合致していな
いことで起こる弊害に、どのように対処して
いるか。
②機を捉えて、市全体で整合性を図る必要が
あると思うが見解は。
学校教育部長 ①地域の行事に学校や子ども
が参加する場合や、学校の行事に地域の住民
が参加する場合などに消極的になってしまう。
また、子どもたちとのコミュニケーションが
取りづらいというようなことも聞かれる。こ
うした点には、日ごろから学校と地域が相互
に連携を図る中で、支障のないよう対処して
きている。
教育長 ②今後の研究課題としていく。

◆イルミネーションのさらなる充実を
　狭山市駅西口のイルミネーションが新たな
観光名所になるよう、充実を図る必要がある
と思うが、今後の展望は。
環境経済部長  イルミネーションの集客効果
に期待し、設置方法などを工夫し新たな観光
名所となるよう、充実を図っていきたい。

さらなる地域活動の充実として

土方　隆司（新政みらい）

今回の主なテーマ

▼学校区と地域の関わり

▼狭山市駅西口の魅力づくり

◆将来に希望を持てる予算執行
　健全財政を継続させながら、将来に希望を
持って明るく過ごすための予算執行の観点は。
市長 行政を運営していく中に、いつでも夢と
希望がなければいけないと思う。そのために
は、行革を進め、事業の選択と集中を図る中で、
市民ニーズを的確に捉え事業を展開し、市民
が将来に夢と希望が持てるような、明るさが
感じられる行政運営をしていきたい。

◆これからの子育て支援
　これからの出生数や合計特殊出生率向上に
重要な施策は。
市長 働きながら子育てをする女性のための
保育所、学童保育室の整備をはじめ、仕事と子

育ての両立支援や専業主婦としても子育てを
している女性のために、総合子育て支援セン
ター、子育てプレイス、地域子育て支援施設の
運営のほか、妊婦への支援など、バランスよく
総合的に、産み育てられやすいまちづくりを
していくことが肝要なことだと思っている。

健全財政の継続に向け
財源確保と歳出削減を

内藤　光雄（新政みらい）

今回の主なテーマ

▼狭山市の財政状況

▼歳入・歳出の変化の分析

▼子育て支援の充実
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◆住民投票制度の条例化を望む
①市政参加の拡充と、民意反映のため、和光市
のように有権者の６分の１以上の連署による
請求で「議会への付議を省略して住民投票が
できる制度」を条例化しては。
②住民投票条例が制定された場合、東中学

校・入間中学校の廃校方針を撤回するには、市
民何人の声(署名)が必要か。
総務部長  ①地方自治制度の基本は、選挙で選
ばれた議会や長による代表民主主義制度であ
り、住民投票制度は代表民主主義との関係に
十分留意する必要があるとされていることか
ら、議会や長の本来の機能と責任を損なうこ
とのないよう配慮する必要がある。住民投票
は、住民の関心が高く、影響が大きい事案に限
り導入すべきものとされていることから、慎
重な議論が必要と考える。
生涯学習部長  ②住民投票条例では、一般的に
投票結果を尊重する旨の規定にとどまってお
り、統廃合を白紙撤回するのに必要な数を具体
的に示すことはできない。

市政は市民の意思によって
決定すべき

金子　広和（無所属）

今回の主なテーマ

▼市政に反映される市民の声

▼中学校の統廃合

▼産業振興の展望

◆コンビニでの証明書交付の検討状況は
①第４次行財政改革にある、諸証明のコンビニ
での交付は、計画通り27年から実施となるか。
②市税などの納税機会の拡大のために、ペイ
ジーなどを導入する予定は。
総務部長   ①国がマイナンバー制度の導入を
目指しており、住基カードに代わる個人番号
カードの導入と無償配付も検討しているとの
情報がある。制度の導入に合わせ、28年度をめ
どにコンビニ交付を実現していきたい。
②現在、新たな基幹システムを構築しており、
この中で納付方法の拡大に対応可能なシステ
ムとしていくが、ペイジーの導入には別に費
用が必要になることから、今後費用対効果な
ども検証しながら検討していきたい。

◆狭山市の犯罪の現状
　24年の狭山市における犯罪は、前年と比較
してどのような状況か。
市民部長 24年は1,770件で、前年に比べ255件、
12.6％減少している。しかし、わいし、わいせつ犯は21
件発生し、前年より８件、61.5％の増加。また、
振り込め詐欺被害は８件、被害金額は2,070万
円であった。前年と比べ７件、46.7％減少した。

証明書のコンビニ交付で
市民サービスの拡大を

萩原　義典（志政会）

今回の主なテーマ

▼オンラインサービスの拡充

▼地区センターの業務拡大

▼今後の防犯対策


